
氏名 木下　光生

通信教育部担当科目 ・史学演習Ⅲ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員会委員、教職課程運営専門部会委員、キャリア教育委員会委員、
カリキュラム改革実行委員会委員、カリキュラム改革ワーキンググループ委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

①近世史フォーラム事務局長
②奈良歴史研究会事務局長・研究委員長
③鴨川・高瀬川地域の歴史遺産継承・活用委員会連続歴史講座「東山区今村家の歴史
遺産」第2回講演「幕末～明治初年の本町十丁目における人びとの生活―都市農業と商
店街の姿―」（2016年9月17日、同志社大学今出川キャンパス）
④山添村教育委員会古文書入門講座第3回（2016年10月29日、奈良県山添村豊原公民
館）

大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

博士（文学）

近世日本史

最終学歴

　【研究上の特記事項】
科学研究費助成事業・基盤研究（Ｂ）「近世・近代移行期における公共財供給と『地
域社会』：比較史の視角から」研究分担者（研究代表者・谷本雅之・東京大学、平成
25～28年度）

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

近世史フォーラム　貧困研究会　奈良歴史研究会　大阪歴史学会　日本史研究会
社会経済史学会　佛教史学会　日本葬送文化学会　日本環境斎苑協会

貧困、救済（セーフティーネット）、自己責任

学部担当科目

・日本史Ⅰ（前期）
・日本史特殊講義（後期）
・日本史講読Ⅰ・Ⅱ（通年）
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ（通年）
・奈良文化論Ⅰ（前期、リレー講義）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・日本史学演習Ⅰ（通年）
・文化財史料論特殊講義Ⅱ（通年）

授業科目



単著

単著

単著

共著

単著

単著

単著

単著

共著

部落・解放人権研究
所座談会

近世史フォーラム3
月例会

2017年3月

2016年11月

奈良県宇陀市『広報
うだ』124

思文閣出版『鴨東通
信』101

佛教史学会編『仏教
史研究ハンドブッ
ク』法蔵館

部落解放・人権研究
所『部落解放研究』
206

2016年4月

2016年4月

2017年2月

2017年3月

2016年8月

2017年3月

　106～113頁

　36～46頁

大阪歴史学会『ヒス
トリア』255

歴史学フォーラム
2015実行委員会編
『歴史学フォーラム
2015の記録　アジア
史研究の現在』同実
行委員会

鴨川・高瀬川地域の
歴史遺産継承・活用
委員会編『連続歴史
講座「東山区今村家
の歴史遺産」の記
録』同委員会

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2016年4月

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

　8～9頁

　296～297頁

座談会出席者：畑中敏之、木下光
生、寺木伸明、黒川みどり、朝治
武、矢野治世美
会場：大阪人権博物館

会場：大阪市立阿倍野市民学習セ
ンター

　41～65頁

畑中敏之、木下光生、寺木伸明、
黒川みどり、朝治武、矢野治世美
による座談会記録、187～238頁

（その他）

②「比較史に救われ、個別
実証に生きる」

③「幕末～明治初年の本町
十丁目における人びとの生
活―都市農業と商店街の姿
―」

（学会発表）

①「書評　鄒双双著『「文
化漢奸」と呼ばれた男―万
葉集を訳した銭稲孫の生
涯』」

②「領有すれども所有はせ
ず―近世東ヨーロッパから
みた中近世日本領主制の特
質―」

　30頁

④「座談会　畑中敏之
「〈身分〉〈差別〉の歴史
研究の意義と課題」をめ
ぐって」

②「古代日本史研究と中近
世日本史研究の架橋―遠藤
慶太氏の研究に触発されて
―」

①「座談会　畑中敏之
「〈身分〉〈差別〉の歴史
研究の意義と課題」をめ
ぐって」

①「片岡家文書から見えて
きたもの　古文書が伝える
地域の歴史⑥～世界レベル
の世帯収支報告書～」

③「葬送文化」


